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アジア太平洋の専門家にきく

Interview

モンゴルの子どもたちに本を届けたい
ジャンバ・ダシドンドク氏

詩人、児童文学作家 
Jamba Dashdondog　　1944年生まれ。モンゴル児童文化基金代表として出版を推進し、絵本作家の育成にも力を注いでいる。ACCUの英文機関誌『ABD』のモンゴル通信員。2002年12月に、アジア太平洋地域共同出版事業(ACP)の会議のため来日した。 

――ダシドンドクさんは40年にわたってモンゴルの児童書ひとすじに活動なさってきたそうですね。

はい。子どもの頃はすてきな大人に会うたびにその人の職業に憧れて、はじめは教師、次に医者、牧畜・農業の専門家とかわり、15、6才の頃、学校訪問に来た作家の朗読がすばらしかったので文学を志しました。大学時代の17才の時、児童作家が私の書いた詩を編纂、発表して以来ずっとこの世界にいます。今は執筆のかたわら出版社も経営しています。１年前には子どもたち自身が記事を書く新聞を発刊しました。

――作家と出版社と両方ではたいへんですね。

原稿やイラストを集め、編集し、印刷は中国で行っています。安価な割には品質がいいので、モンゴルの出版社はそれぞれが個別にかなり利用しています。しかし、一番たいへんなのは本の代金の回収です。流通網が整備されておらず、卸業者がいないので、学校を通して売ったり、郵便を利用したりしているので、代金を実際に受取るまでにたいへん時間がかかるのです。実は、妻は以前は小児科医だったのですが、今は私の出版の仕事を手伝っています。営業にプロモーション、妻の有能なマネージメントが今の私の活動には欠かせません。

――1990年の民主化以降、児童書の出版にはどのような変化がありましたか。

以前は、出版は国が行っていたので、国から執筆料を得ていましたが、それがいつも不足がちで副業を持つ人が大勢いました。自由主義になって、能力があり、人々が欲しがる質の高いものが出版できる人は、作家として生活していくことができるようになったと思います。しかし、まだまだモンゴルには出版社は少ない。特に子ども向けの出版物は質、量ともに全く不十分です。数も少ないし、刷り部数も1000部が平均です。

一方で、あらゆる国の本が手に入るようになりました。昔はソ連を通じてしか本を入手できなかったので、自由主義の国の本は手に入りにくく、日本のものもロシア語を通じての重訳ばかりでした。1991年に翻訳を始めた児童向けの世界の詩集シリーズで、おそらく初めて自由主義社会の詩が紹介されました。日本の児童書は松谷みよ子さんの『龍の子太郎』くらいしか翻訳されていませんでしたが、研究書などで日本の出版物のすばらしさは以前から聞いていました。ですから、実際のものを目にし、直接翻訳できるようになってとてもよかった。99年に『ちいさいモモちゃん』シリーズをモンゴル語に訳すことができましたし、今後世界の児童書を翻訳し、シリーズで出版することを計画しています。

――本のない地域への移動図書館活動もなさっていると聞きました。

モンゴルのほとんどの学校には学校図書館がありますが、予算不足で本が買えません。都市以外には書店もありません。そこで、以前から本のない地域の子どもたちに本を届ける移動図書館を計画していましたが、2000年になって、「国際交流は子どもの時から・アジアの会」を中心とした多くの日本の方々のおかげでそれが実現しました。寄贈されたバスを改造して図書館にし、寄贈された本を中心に積んで地方をまわっています。日本の本は、文字の部分にモンゴル語訳を貼付けています。大学で日本語を学んでいる何百人もの学生が翻訳などの作業を行っています。

ちょうどここに来る直前にゴビ砂漠の遊牧民の子どもたちの要望に応えて、1500キロの道のりをまわってきました。バスの車高が低いので、まともに道がなく、砂と雪に被われたところを移動するのはたいへんでしたが、子どもたちは本当に喜んでくれます。日本の絵本は、たいへん品質が高いですね。モンゴルの子ども達はこれほど美しいカラー印刷のものは見たことがありません。

本当はもっとモンゴルの本も入れたいのですが、移動図書館ではどうしても本が汚れてしまうので、部数の少ないものは利用できません。将来の図書館建設のために購入してあった膨大な数の本があったのですが、自宅に置きれなくてずいぶん図書館などに寄付してしまったのです。移動図書館がこんなに早く実現するのがわかっていたら、手元においておいたのにと、少々悔やんでいます。

――子ども図書館の建設構想について聞かせて下さい。

これは、生涯の仕事です。完成するまでは死ねません。ウランバートルに新しい近代的な子ども図書館を建てたいのです。建物のデザインは、私のアイディアで、鉛筆と本を開いた形を模しています。暖房は太陽熱を利用します。お金も、本も足りませんが、幸いこれも日本のNGOや児童書作家などがキャンペーンに協力してくれています。今回の来日で、支援者の方々にお会いし、報告できるのでたいへん喜んでいます。

――自然の石や岩をもとにした写真とお話の本、『Stone Legends』（石の伝説）が、評判になっているそうですね。

子どもたちはとても熱心に読んでいます。私は最近のモンゴルの子どもたちの、殺伐として残酷なところが気になっていたので、動物を愛するというメッセージを届けたくて書きました。動物たちが人間を助けようとしているのに、人間の側はそれに気づかず殺していく。母なる自然がそれらの動物たちを哀れんで、自然の造形に変えた、という話が９編入っています。20年ほど前にモルモットによく似た石を見つけた時、構想が湧きました。それから、自然の中の石や岩を捜して写真にとり、数年前にようやく出版したものです。もっとも文章にはたったの９日しかかかっていないのですが。出版してから、今度は子どもたちを集め、馬車で実際にその現場を訪ねてまわりました。知識だけでなく、モンゴルの自然を直に感じてほしいからです。

――ダシドンドクさんは詩人でもいらっしゃる。モンゴルの方は詩がお好きですね。

はい、モンゴル人は詩的です。地域によっては、ふだんの会話もリズムをつけて詩のように語ります。たとえば借金を返してもらいたい時、相手のところにいって、詩の形で話をするのです。すると借り手も詩で返答します。ユーモアで包み込む伝統があるのだと思います。

私が子どもの頃は、大人は子どもの前ではけっして喧嘩をしませんでした。今は変わってきています。大人が子どもに対してどうふるまうべきか、ちゃんとした考えを持っていません。喧嘩もことばではなく、手を使うようになりました。これには様々な理由があるのでしょうが、欧米のメディアの影響は大きいと思います。暴力は世界的な傾向ではないでしょうか。

個人だけでなく、国同士でもそうですね。片方の国だけでも、少し相手に対して寛容になればずいぶん違うのに。私の仕事は、まさしくこの問題に関わっています。本は、力の行使ではなく、寛容と平和のためにあるのですから。

――これだけの活動をなさっている、その原動力はなんでしょう？

私は若い時から詩を書き、本を書いていました。その力は天から与えられたものです。子どもの本を書き、届けることが私の使命です。本は子どもを幸せにします。そして、子どもが幸せな社会は幸せな社会です。私が子どもの頃、長老達はいつも、子どもと犬を幸福にしろ、と言っていました。ご存知のように、犬は遊牧を主とするモンゴル人にとって馬とともに最も大切な友なのです。

インタビューのあと、自作の詩を２編、朗誦してくださいました。ひとつは馬にのって出かける詩で、ことばのようすがそのまま馬の様々な駆け方のようで、意味は全くわからないのに、音の調子で情景がわかるのです。はじめゆっくりだった馬が次第に駆け足になり、そしてまた、スピードが落ち、やがて止まるようすがリズミカルに語られ、ことばの持つ力が感じられました。もう30年にもわたって、小学校の教科書に載っていて、R音が多く使われていることから、子どもたちの発音の練習にもなるのだそうです。

（インタビュー：文化協力課　佐々木万里子、通訳：ダンバ・アリウナー）
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